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Abstract臼蓋に高度の骨吸収破壊を伴った人工股関節再置換術に対して，筆者が行っている

セメント非使用大径ソケットlargesocketを用いた臼蓋再建法に関して，臨床的，Ｘ線学的に検

討し，その適応に関して考察を加えた．３年以上経過観察可能であった５０股の成績は安定してお

り，進行'性lucentlineの認められる例および再々置換術に至った例は存在しなかった．将来にお

ける再々置換術に際しての骨量の確保の点で若干の危‘倶がもたれたが，成績が安定していること

と術後早期のリハビリおよび全荷重が可能なことから,本法は特に６５歳以上の高齢者に良い適応

があると考えられた．

緒言

臼蓋に高度の骨吸収破壊を伴った人工股関節再

置換術に際しては，ソケットの設置位置や各種骨

移植を用いた臼蓋再建法に手術手技上難渋するこ

とが多い')2)．臼蓋骨欠損の高度な股関節再置換術

例におけるソケットの設置法に関しては,(1)骨欠

損部をセメントで補填する3)，(2)各種骨移植

(bulkybone,morcellizedbone,allograftなど）

で補填する4)-6),(3)人工骨(hydroxyapatiteなど）

を用いて補填する，(4)Bipolar型ステムを用い

る7),(5)大径ソケットlargesocketを用いる')2)8)9）

など多くの方法がある(図１)．

1982年以来現在まで当科および関連病院で行

われた股関節再置換術は180股である．これらは

臼蓋再建法の違いにより，(1)臼蓋骨移植を併用し

セメント使用ソケットを設置した第１世代

(1982～87年：２７股)，(2)臼蓋骨移植を併用しセ

メント非使用ソケットを設置した第２世代

(1987～91年：４２股)，および(3)荷重部における
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臼蓋骨移植を行わず大径ソケットを用いて臼蓋を

再建した第３世代(1991年以降：111股)に分ける

ことができる．これら第１世代および第２世代の

成績は臨床成績，Ｘ線学的成績ともに満足すべき

ものではなく(表１），その原因の大半は臼蓋移植

骨の圧潰collapseによるソケットの弛みloosen‐

ingであった')2)．そして筆者はこれら臼蓋移植骨

の圧潰を防止するには，臼蓋荷重部にbulkybone

graftを行わずソケットと臼蓋の間に十分広いコ

ンタクトを設けることが必要と考え，1991年より

セメント非使用大径ソケットを用い臼蓋骨移植の

量を可能な限り少なくした臼蓋再建法(我々の分

類における第３世代)を用いているので')，これら

の症例にＸ線学的，臨床的検討を加え，股関節再

置換術において臼蓋骨移植は必要か否かに関して

考察を加える．

対象と方法

大径ソケットの定義としては，わが国において

最初にsphericalタイプのセメント非使用ソケッ

トが導入された際に最もサイズの大きかったもの

が５６ｍｍであったことから，５８ｍｍ以上と定義
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